
所

報

一
九
八
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
末
ま
で
の
期
聞
に
お
け
る
社
会
科
学

研
究
所
の
諸
活
動
を
報
告
す
る
。

機
構
お
よ
び
人
事

付

所

員

総

会

第
五
十
三
固
定
例
所
員
総
会
（
一
九
八
九
・
六
・
一
七
、
神
閉

校
舎
8
A会
議
室
）

議
事
凶
青
木
弘
明
所
員
を
議
長
に
選
出
、
間
三
輪
所
長
挨
拶
、
間

新
所
員
・
研
究
怠
与
・
特
別
研
究
員
委
嘱
の
報
告
、
凶
一
九
八
八
年
度

事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
1
報
告
を
承
認
、
間

一
九
八
九
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
予
算
案
｜
原
案
通
り
承
認
決

定。 1 2

第
五
十
四
固
定
例
所
員
総
会
（
一
九
八
九
・
十
ニ
・
ニ
、
神
岡

校
舎
U
A会
議
室
〉

議
事
凶
宇
都
栄
子
所
員
（
前
半
〉
、
広
田
康
生
所
員
（
後
半
〉
を

議
長
に
選
出
、
凶
三
輪
所
長
挨
拶
、
刷
新
所
員
委
嘱
の
報
告
、
凶
一
九

八
九
年
度
事
業
経
過
報
告
・
会
計
経
過
報
告
・
事
務
局
活
動
報
告
｜
報

告
を
承
認
、
間
一
九
九

0
年
度
事
業
計
爾
集
な
ら
び
に
要
求
予
算
案
｜

原
案
通
り
承
認
決
定
、
附
第
五
十
二
固
定
例
所
員
総
会
ハ
一
九
八
八
・

十
ニ
・
三
）
で
速
営
委
員
会
に
諮
問
す
る
こ
と
に
さ
れ
て
い
た
附
『
年

報
』
論
文
に
対
す
る
レ
フ
ェ
リ
ー
制
導
入
に
つ
い
て
、
同
所
長
・
事
務

局
長
・
会
計
監
査
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
、
川
刊
現
行
三
部
制
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
の
三
件
を
速
営
委
員
会
に
諮
問
す
る
こ
と
を
改
め
て
確

認、

m
『
年
報
』
組
型
を
現
行
縦
組
か
ら
横
組
に
変
更
す
る
件
に
つ
い

て
、
所
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
）
次
回
総
会
ま
で
に
原
案
を
ま
と
め

る
こ
と
を
確
認
。

ω 
運
営
委
員
会
・
事
務
局
の
構
成

山
今
期
（
一
九
八
九
・
九

0
年
度
）
の
速
営
委
員
は
、
所
長
三
輪
芳

郎
所
員
、
事
務
局
長
泉
武
夫
所
員
、
第
一
部
長
玉
垣
良
典
所
員
、
第
二

部
長
加
藤
佑
治
所
員
、
第
三
部
長
加
藤
幸
三
郎
所
員
〈
以
上
第
五
十
二

回
総
会
で
選
出
〉
の
他
に
、
経
済
学
部
長
と
し
て
二
瓶
敏
所
員
、
松
浦

利
明
所
員
（
経
済
学
部
）
、
網
野
隆
徳
所
員
ハ
法
学
部
〉
、
回
路
健
一
所

員
（
商
学
部
〉
、
儀
我
壮
一
郎
所
員
（
経
営
学
部
）
の
十
所
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
凶
事
務
局
は
三
輪
所
長
、
泉
事
務
局
長
の
他
に
、

奥
村
輝
夫
所
員
、
西
村
弘
所
員
（
以
上
財
政
）
、
柴
田
弘
縫
所
員
、
野

口
旭
所
員
（
以
上
研
究
会
〉
、
矢
吹
満
男
所
員
、
大
谷
正
所
員
、
石
塚

良
次
所
員
（
以
上
編
集
〉
、
作
間
逸
雄
所
員
、
村
上
俊
介
所
員
（
以
上

文
献
〉
、
石
塚
所
員
、
村
上
所
員
（
以
上
パ
ソ
コ

γ
、
兼
任
〉
の
十
一

所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

335 

専修大学社会科学研究所　社会科学年報　第24号　1990年3月



国

所
員
・
所
外
研
究
員
等
の
移
動

所
員
大
林
守
（
商
学
部
助
教
授
〉
、
毛
塚
勝
利
〈
法
学
部
教
授
〉
、

徳
田
賢
ニ
ハ
経
済
学
部
助
教
授
）
、
山
田
節
夫
〈
経
済
学
部
講
師
〉
、
渡

部
重
行
ハ
経
済
学
部
講
師
〉
の
五
氏
が
四
月
七
日
お
よ
び
ニ

O
日
の
還

E

営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
荒
木
敏
夫
（
文
学
部
教
授
）
、
伊
藤
不
ニ
洋

（
商
学
部
助
教
授
〉
の
ニ
氏
が
六
月
十
日
の
運
営
委
員
会
の
議
を
経

て
、
前
田
和
賞
氏
が
十
一
月
二
十
八
日
の
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、

そ
れ
ぞ
れ
新
所
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

研
究
怠
与
近
藤
享
一
前
所
員
が
四
月
七
日
の
運
営
委
員
会
の
議
を

経
て
研
究
怠
与
に
委
嘱
さ
れ
た
。

所
外
研
究
員
小
林
飽
馬
所
外
研
究
員
は
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
所

外
研
究
員
を
解
嘱
さ
れ
た
。

特
別
研
究
員
阿
部
壮
一
（
専
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
）
、
矢
吹
芳
洋
〈
同
前
〉
の
二
氏
が
継
続
し
て
、
高
梨
健
司

（
同
前
）
氏
が
新
規
に
、
四
月
七
日
の
逮
営
委
員
会
の
議
を
経
て
特
別

研
究
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

以
上
に
よ
り
五
十
四
固
定
例
所
員
総
会
時
に
お
け
る
所
員
は
百
二
十

四
名
、
研
究
怠
与
は
十
八
名
、
所
外
研
究
員
は
八
名
、
特
別
研
究
員
は

三
名
と
な
っ
た
。

研
究
調
査
活
動
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←ぅ

社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

「
転
換
期
の
世
界
と
日
本
」

本
研
究
所
で
は
最
近
数
年
間
特
定
テ
1
マ
の
下
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究
を
組
ん
で
き
た
。
一
九
八
七
・
一
九
八
八
両
年
度
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
日
本
産
業
の
『
空
洞
化
』
問
題
」
が
終

了
し
た
の
に
伴
い
、
運
営
委
員
会
・
事
務
局
会
議
の
意
向
を
う
け
、
所

員
に
対
す
る
ア
シ
ケ
l
ト
を
基
に
、
テ
ー
マ
設
定
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

構
成
に
関
し
て
両
度
の
全
体
会
強
酬
を
聞
き
、
理
論
上
か
ら
も
経
済
貿
易

構
造
上
か
ら
も
政
治
上
か
ら
も
世
界
も
日
本
も
大
転
換
期
に
あ
る
と
の

認
識
か
ら
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
標
記
の
大
テ
1
7
を
設
定

し
、
こ
な
い
し
三
年
を
メ
ド
に
研
究
調
査
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
な
研
究
活
動
は
、
大
テ
l
マ
の
下
に
「
現
代
資
本
主
義
と
リ
ス

ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
シ
グ
」
（
理
論
部
会
）
、
「
産
業
・
企
業
構
造
の
転
換
」

〈
産
業
・
企
業
部
会
）
、
「
金
融
革
命
」
（
金
融
部
会
）
、
「
公
共
経
済
の
私

経
済
化
」
（
プ
ラ
イ
グ
ァ
タ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
シ
部
会
）
等
々
の
中
テ
1
7

を
設
け
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
代
表
に
吉
田
震
太
郎
所
員
、
事
務
局
に

野
口
旭
所
員
を
当
て
、
研
究
活
動
全
体
を
統
括
し
て
も
ら
う
と
と
に
し

た
。
第
五
十
三
固
定
例
所
員
総
会
で
上
記
計
画
が
承
認
さ
れ
た
の
ち
、

所
員
の
自
由
な
参
加
を
得
て
具
体
的
な
活
動
に
入
っ
た
。



報

一
九
八
九
年
の
研
究
活
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
「
日
本
産
業
の
『
空
洞
化
』
問
題
」
〉

川
三
月
十
四
日
、
神
田
校
舎
四
A
会
議
室

第
一
部
「
日
本
産
業
の
『
空
洞
化
』
問
題
」

柴
田
弘
捷
所
員
「
ロ
ロ
曲
二
ロ
ロ

ostg
－
情
報
化
と
地
方
（
産
業
）

の
空
洞
化
｜
高
度
情
報
化
・
東
京
一
極
集
中
と
地
域
〈
社
会
）
の
空
洞

化
《
電
気
・
電
子
産
業
を
事
例
に
ど

第
二
部
「
ア
メ
リ
カ
社
会
の
空
洞
化
問
題
」

小
山
起
功
、
広
瀬
祐
子
所
員
「
ア
ラ
シ
・
プ
ル
l
ム
著
・
管
野
盾
樹

訳
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
イ
シ
ド
の
終
駕
』
（
み
す
ず
書
一
房
一
）
を
テ
キ
ス

ト
に
し
て
」

〈
「
転
換
期
の
世
界
と
日
本
」
〉

凶
七
月
二
十
五
日
、
三
島
雅
叙
図
ホ
テ
ル
、
夏
季
合
宿
・
集
中
研

究
会
と
共
催

理
論
部
会
「
現
代
資
本
主
義
論
の
最
前
線
」

玉
垣
良
典
所
員
「
現
代
資
本
主
義
論
の
諸
潮
流
｜
一
つ
の
問
題
提
起

｜」
木
前
利
秋
氏
〈
立
正
大
学
講
師
〉
「
資
本
主
義
の
変
貌
と
方
法
の
革

新」
矢
吹
満
男
所
員
「
両
報
告
に
対
す
る
コ
メ
シ
ト
」

七
月
二
十
六
日
、
立
石
電
気
三
島
事
業
所
の
調
査

東
芝
機
械
沼
津
事
業
所
の
調
査

七
月
三
十
一
日
、
神
田
校
舎
社
研

所

(3) 

金
融
部
会

熊
野
剛
雄
所
員
「
銀
行
と
証
券
の
最
近
の
諸
傾
向
」

凶
十
月
七
日
、
生
図
校
舎
社
研

産
業
部
会

大
西
勝
明
所
員
「
構
造
調
整
下
の
日
本
の
巨
大
企
業
」

柴
田
弘
捷
所
員
「
ハ
イ
テ
ク
化
と
東
京
圏
」

間
十
一
月
十
八
日
、
神
田
校
舎
社
研

金
融
部
会

吉
田
鍵
太
郎
所
員
「
金
融
自
由
化
と
財
政
」

附
十
一
月
二
十
一
日
、
生
回
校
舎
社
研

理
論
部
会

佐
藤
経
明
氏
〈
日
大
経
済
学
部
教
授
）
「
ソ
連
・
東
欧
の
政
治
・
経

済
改
革
」

m
十
二
月
九
日
、
生
国
校
舎
社
研
、
定
例
研
究
会
と
共
催

産
業
部
会

高
橋
祐
吉
所
長
「
企
業
社
会
と
労
働
組
合
」

∞
定
例
研
究
会

凶
六
月
ニ

O
目
、
生
田
校
舎
社
研

森
宏
所
員
「
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
に
つ
い
て
」

ω
七
月
一
目
、
神
田
校
舎
U
A会
議
室
、
社
研
グ
ル
ー
プ
研
究

「
カ
シ
ト
3
l
・
リ
ス
ク
の
実
証
的
研
究
」

G
と
共
催

松
本
仁
一
氏
（
朝
日
新
聞
社
外
報
部
・
前
ナ
イ
ロ
ビ
支
局
長
）
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「ア



パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
日
本
」

間
七
月
八
日
、
生
田
校
舎
社
研

鈴
木
直
次
所
員
「
日
本
企
業
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
地
生
産
」

凶
十
月
十
六
日
、
生
田
校
舎
社
研

森
宏
所
員
、
切
回
吉
岡
・
国
者

2
．ピ
口
氏
〈
〉
笠
剖
？

P
。『・・

C
2・

2
5
q
o町
民
各
O
）
「
日
本
に
お
け
る
牛
肉
の
需
要
供
給
分
析
」

間
十
一
月
七
日
、
生
田
校
舎
社
研

三
輪
芳
郎
所
員
、
笠
原
清
志
氏
（
立
教
大
学
助
教
授
）
「
ソ
連
・
東

欧
ハ
ポ
l
ラ
シ
ド
〉
の
経
済
危
機
と
改
革
」

附
十
二
月
九
日
、
生
回
校
舎
社
研
、
社
研
P
J産
業
部
会
と
共
催

高
橋
祐
吉
所
員
「
企
業
社
会
と
労
働
組
合
」

m
十
二
月
二
十
一
日
、
神
田
校
舎
8
C会
議
室
、
社
研
グ
ル
ー
プ

研
究
「
カ
シ
ト
リ
l
・
リ
ス
ク
の
実
証
的
研
究
」

G
と
共
催

凌
星
光
氏
（
中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
研
究
所
・
先
進
国
経
済

総
合
研
究
室
主
任
、
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
専
任
講
師
〉
「
中
国
社

会
の
現
状
と
展
望
｜
東
欧
の
社
会
主
義
の
民
主
化
と
関
連
し
て
」

白
特
別
・
合
宿
集
中
研
究
会

山
特
別
研
究
会

四
月
十
五
日
、
神
田
校
舎
臼
A
会
議
室

ア
パ
ル
キ
シ
博
士
（
ソ
速
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
経
済
研
究
所
長
）

ボ
ガ
チ
ェ
フ
氏
（
同
国
際
科
学
技
術
関
係
担
当
所
長
補
佐
）

「
y
逮
に
お
け
る
べ

V
ス
ト
ロ
イ
カ
の
現
状
と
課
題
」

凶
夏
季
合
宿
集
中
研
究
会
、
社
研
P
J研
究
と
共
催

七
月
二
十
五
日
、
集
中
研
究
会
、
三
島
雅
叙
圏
ホ
テ
ル

玉
垣
良
典
所
員
「
現
代
資
本
主
義
論
の
鰭
潮
流
l
一
つ
の
問
題
提
起

木
前
利
明
氏
（
立
正
大
学
講
師
）
「
資
本
主
義
の
変
貌
と
方
法
の
革

新」
矢
吹
満
男
所
員
「
両
報
告
に
対
す
る
ヨ
メ
シ
ト
」

七
月
二
十
六
日
、
工
場
調
査

立
石
電
機
三
島
事
業
所

東
芝
機
械
沼
津
事
業
所
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伺
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

一
九
八
九
年
度
は
下
記
の
五
件
（
凶
l
悶
）
を
継
続
し
て
助
成
し
、

新
た
に
助
成
A
l
一
件
側
、
助
成
B
｜
一
件

mに
助
成
じ
て
い
る
。
助

成
額
は
助
成
A
は
五
十
万
円
、
助
成
B
は
二
十
万
円
と
し
た
。
な
お
、

研
究
助
成
A
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
シ
パ
ー
の
う
ち
、
一
人
以

上
の
所
員
が
当
銭
グ
ル
ー
プ
の
定
め
た
共
通
テ
l
マ
に
関
連
す
る
個
別

テ
！
マ
で
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認
し
た
発
表
機
関
誌
に
研

究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
「
国
際
化
と
日
本
の
経
済
と
社
会
」
ハ
鶴
田
俊
正
所
員
代
表
ほ

か
十
二
名
）
（
一
九
八
八
年
度
発
足
以
下
同
じ
）

凶
「
経
営
シ
ス
テ
ム
の
国
際
比
較
」
〈
赤
羽
新
太
郎
所
員
代
表
ほ

，

か
六
名
）



「
産
業
と
地
域
｜
八
0
年
代
の
企
業
・
労
働
者
・
地
域
社
会

l
」
（
柴
田
弘
捷
所
長
代
表
ほ
か
五
名
）

凶
「
巨
大
産
業
企
業
の
事
業
構
造
転
換
〈
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ

シ
グ
）
と
地
域
経
済
」
（
構
図
誠
吾
所
員
代
表
ほ
か
四
名
）

間
「
経
済
統
計
の
諸
課
題
と
国
民
経
済
計
算
」
（
回
路
健
一
所
員

代
表
ほ
か
五
名
〉

附
「
カ
シ
ト
リ
l
・
リ
ス
ク
の
実
証
的
研
究
l
国
家
の
自
由
度
・

安
定
変
調
査
」
（
古
川
純
所
員
代
表
ほ
か
七
名
）
ハ
一
九
八
九
年

度
発
足
）

m
「
地
域
変
動
と
地
域
再
組
織
」

名）

(3) 

（
芥
川
集
一
所
員
代
表
ほ
か

国

個
人
研
究
助
成

報

一
九
八
九
年
度
は
次
の
六
件
に
対
す
る
助
成
が
行
わ
れ
、
助
成
金
額

は
十
五
万
円
と
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
助
成
に
対
し
て
は
、
交
付
年

度
よ
り
起
算
し
て
原
則
と
し
て
三
年
以
内
に
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し

く
は
承
認
し
た
発
表
機
関
誌
に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ

て
い
る
。ω

加
藤
幸
三
郎
所
員
「
秋
田
県
南
地
方
に
お
け
る
地
主
経
営
の
農

関
と
地
方
銀
行
」

凶
栗
木
安
延
所
員
「
第
二
次
大
戦
前
社
会
運
動
の
基
礎
研
究
」

同
高
橋
祐
士
ロ
所
員
「
労
働
市
場
の
変
貌
と
現
代
日
本
の
企
業
社

会」

所

凶
中
島
厳
所
員
「
同
ヨ
ヨ
白
ロ
白
色
同
百
円
の
経
済
の
一
展
開
」

間
福
島
義
和
所
員
「
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
9

郊
外
d

概
念
の

検
討
」

附
森
宏
所
員
「
輸
入
自
由
化
に
む
け
て
の
わ
が
国
市
場
に
お
け
る

国
産
牛
肉
と
輸
入
牛
肉
の
競
合
関
係
の
分
析
」

一
『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』

行

の
干fj

一
九
八
九
年
は
三

O
六
号
か
ら
一
三
七
号
ま
で
を
刊
行
し
た
。
な

お
、
佐
藤
印
刷
側
と
の
印
刷
契
約
を
一
九
八
九
年
四
月
よ
り
自
動
延
長

扱
い
と
し
た
。

三
O
六
号
〈
一
九
八
九
年
一
月
〉

高
山
智
、
栗
木
安
延
、
福
島
新
吾
、
小
林
直
樹
、
青
木
信
治
、
士
口
浮

芳
樹
、
小
沼
堅
司
、
内
田
弘
、
玉
垣
良
典
「
ペ

νス
ト
ロ
イ
カ
と
社
会

主
義
の
展
望
」

三
O
七
号
（
一
九
八
九
年
二
月
〉

広
田
康
生
「
大
都
市
に
お
げ
る
居
住
機
能
と
地
域
的
世
界
の
変
容
｜

特
に
問
題
整
理
と
課
題
提
出
を
中
心
に
し
て
｜
」

三
O
八
号
（
一
九
八
九
年
三
月
〉

水
川
備
「
英
国
自
動
車
工
業
に
お
げ
る
製
品
差
別
型
寡
占
体
制
の

成
立三

O
九
号
（
一
九
八
九
年
四
月
〉
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吉
岡
恒
明
「
シ
ュ
シ
ペ

l
タ
！
と
現
代
経
済
」

一三

O
号
こ
九
八
九
年
五
月
）

平
井
俊
顕
「
『
ケ
イ
ン
ズ
研
究
』
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
反
応
な
ら

び
に
こ
っ
の
書
評
へ
の
回
答
」

三
一
一
号
（
一
九
八
九
年
六
月
）

ァ
．
ハ
ル
キ
シ
教
授
を
迎
え
て
の
社
研
特
別
研
究
会
報
告
「

y
速
の
ペ

ν
ス
ト
ロ
イ
カ
の
現
状
と
課
題
」

＝
二
ニ
号
（
一
九
八
九
年
七
月
）

池
田
博
行
研
究
ノ
l
ト
「
凡
て
、
初
め
が
難
し
い
」

斉
藤
秋
男
書
評
・
紹
介
つ
日
中
関
係
史
d

研
究
の
現
在
」

一
三
三
号
ハ
一
九
八
九
年
八
月
〉

石
塚
良
次
「
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
ク
シ
デ
イ
シ
ョ

シ
l
ア
ナ
リ
テ
イ
カ
ル
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
方
法
論
を
巡
っ
て
」

＝
二
四
号
ハ
一
九
八
九
年
九
月
〉

中
島
巌
「
生
産
者
行
動
へ
の
双
対
性
接
近
法
｜
〉

F
E開。
同

5
－

z
o
g」一

一
二
五
号
（
一
九
八
九
年
十
月
）

絵
本
仁
一
「
ア
バ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
日
本
」

森
川
幸
一
番
評
「
絵
本
仁
一
著
『
ア
パ
ル
ト
へ
イ
ト
の
白
人
た

ち』」一
一
一
一
六
号
（
一
九
八
九
年
十
一
月
）

溝
田
誠
豆
ロ
「
造
船
業
の
多
角
化
戦
略
と
戦
略
グ
ル
ー
プ
の
形
成
過
程

l
戦
後
造
船
企
業
経
営
史
凶
」

一
三
七
号
こ
九
八
九
年
十
二
月
）

鈴
木
直
次
「
わ
が
国
自
動
車
企
業
の
ア
メ
9
カ
に
お
け
る
現
地
生
産

ハ上〉」
四

そ
の
他
の
活
動

付

文
献
、
資
料
の
収
集
と
盤
理
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－
文
献
、
資
料
の
収
集

所
員
の
希
望
を
も
と
に
統
計
資
料
を
中
心
に
文
献
、
資
料
の
購
入
・

収
集
を
行
っ
た
。

勝
入
の
一
例
を
掲
げ
る
と

ω
『
大
正
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
第
5
J
7巻

ωω
可
】

orロ】
N
－

E
n
r
h
P
E
s－
〉

m
g
a
g
z
a
pロ・

S
B吉
岡
創
刊
可
制

8
ロ
o
g
z
z・
do－－
Hlι

幽
『
学
術
雑
誌
総
合
目
録
』
第
1
J
5分
冊

刷
各
種
パ
ソ
コ
シ
・
ソ
フ
ト
の
市
販
説
明
書

2

文
献
資
料
の
整
理

収
集
し
た
文
献
の
登
録
（
グ
ル
ー
プ
研
究
y
個
人
研
究
な
ど
で
購
入

し
た
文
献
を
会
む
〉
と
、
雑
誌
の
製
本
を
行
な
っ
て
い
る
。
文
献
登
録

作
業
は
本
年
度
現
在
ま
で
合
計
5
回
行
な
っ
た
。
な
お
現
在
、
雑
誌
の

製
本
作
業
中
で
あ
る
。



∞ 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用

－
以
下
の

y
フ
ト
お
よ
び
ハ

1
ド
を
購
入
し
た
。

M
S
1
D
O
S
（〈
2
・
ω・
ω〉
〉
、
一
太
郎
（
〈
R
・
ι・
3

ソ
フ
ト
〈
E
M
S
ボ
1
ド
・
拡
張
メ
モ
u
J
1
・
1
メ
ガ
付
〉

2
D
D
イ
シ
タ
l
フ
ェ
イ
ス
・
ボ
1
ド

2
・
以
下
の
講
習
会
を
実
施
し
た
。

ω
五
月
三

O
日
ハ
火
〉
一
時
J
生
田
社
研

石
塚
良
次
所
員
「
パ
ソ
コ
シ
入
門

9
2∞g
の
使
い
方
）
」

ω
一
O
月
一
八
日
（
水
）
一
時
J
生
田
社
研

石
塚
良
次
所
員
「
λ
ソ
ヨ
シ
入
門
旬
。
8
8
の
使
い
方
〉
」

（
泉
武
夫
記
）
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